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○ 提案理由:カ ルシウム摂取量強化のため吸収率の高い卵殻カルシウム(牛 乳と同程度)を 配合 し、ほうれんそう

を加えて彩 り良 く焼 き上げました。

参考価格 規格 翻88橿1鵬8橿 懸

分 類 力口熱後摂取冷凍食品

直接食品に接する包材 ポリエチレン

※参考価格は納入条件により変わることがあります。

○ 調 理 方 法(又 は 取 扱 上 の 注 意 点)

〈バ ラ タイプ 〉 ・ス チー ム コ ンベ ク シ ョン使 用の場 合

凍 った まま90℃ で10～15分 間調理 す る
・油 で揚 げ る場 合

凍 っ た まま160～170℃ の フライ温 度で3～4分 位揚 げる

く袋 タイ プ 〉 ・ス チー ム コ ンベ クシ ョン使用 の場 合

凍 った ま ま90℃ で20分 間調理 す る
・ボ イルす る場合

凍 った袋 の ま ま95℃ 位 の お湯 で約12分 ボイ ルす る

○ 使 用 原 材 料 ・構 成 比 ※原材料原産地にっいては、原料事情にょり変更になる場合があります。

使用原材料 原産地 構成比(
%)

アレルゲン
対象原料 使用原材料 原産地

構成比
(%)

アレルゲン対象
原料

液卵 日本(加工国) 57.00 卵 食用卵殻粉 日本他(加工国) 少量 卵

油脂加工品 日本他(加工国) 12.00 植物油脂 日本他(加工国〉 少量

(植物 油脂 、 大豆 トレ・ハ ロ ー ス 日本他伽工国) 400

卵黄 、 卵 加工でん粉 タイ他(加工国) 4.00

食塩) 水 1&00

ほうれんそう 日本他 少量

でん粉発酵調味料 日本他(加工国〉 少量 計 100

◎製品製造地 山梨県

○公的機関による検査結果

試験成績証明書
品名:ス ノーマンCaた っぷりオムレツ(ほ うれんそう)
栄養分析(100g当 たり実測値)

証明書番号318G10504-001

生産者:キ ユーピー(株)

エネルギー

(kcal)

たんぱく質

(9)

脂質

(9)

炭水化物

(9)

食 塩相当
量

(9)

ミネラル ビタミン 食物
繊維総量

(9)

ナトリウム

(mg)

カルシウム

(mg)

マ グネ
シウム

(mg)

リン

(mg)

鉄

(mg)

亜鉛

(mg)

A
RAE当 量

(μ9)

B1

(mg)

B2

(mg)

C

(mg)

227 7.8 18.0 8.4 1.04 410 180 10 130 1.4 0.8 150 0.04 0.27 く1 0.2

生菌数 大腸菌群 黄色ブ ドウ球菌 サルモネラ

<3,000/9 陰性 陰性 陰性

*衛 生状態は良好であり、かつ食品衛生法に定める成分規格に合致しています。

公 益社 団 法人 学 校給 食物 資 開発 流 通研 究協 会 殿

2018年10月12日 当法人に依頼された供試品について試験した結果、2018年11月2日

上記のとおりであることを証明します。 一般財団法人 日本 食 品検 査

財
囹
緬
己

日
嗣
捨
捕

含
田
検
面

協
圖
凹
窪

当社は、本会の流通会員として自信をもって当協会の推奨食品をお勧めします。

Oお 問い合わせ

学流協生産会員 登キ ユ ー ピ ー 株 式 会 社
フー ドサー ビス本部

〒150-0002東 京都渋谷 区渋谷1-4-13ftO3(3486)3062

https://www,kewpie,co,jp/prouse/



食ものがた り

オ ム レツ につ いて

6月2日 は 「オム レツの 日」 って知 って ます か?

「栄養 バ ラ ンス が優 れたた まごで愛情 を包 み込 んだ料 理 であ るオ ム レッを通 じ、家庭 愛 と健康 を

育 む 日」 と して制定 され て ます。

日付 は、06月02日=06(オ ム)02(レ ツ)で 「オム レツ」 と読 む語 呂合 わせ です。

オ ム レツの発 祥 と語源 は?

オ ム レツは、 古代 ローマ人 が食 べ て いたovamellitaに 端 を発 す る と言 われ てお り、 そ の語 源 は

フラ ンスの 「omelette」 であ り、 その意 味 は薄 い卵 焼 き料 理 の総称 です。

製造工程図
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凍結

・
金 属 探 知 機(Feφ1.OmmSusφ2.5mm)
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箱詰め

学流協の推奨品

開発テーマ

学校給食環境 ・喫食形態の多様化 に配慮 し、 『おい しく安全 ・楽 しく食育』 にふ さわ しい

優良食品の開発 に取 り組 む。

当協会は、流通会員(学 校給食に強い関心 を持 ち地域を代表する業務用問屋)と 生産会員(学 校給食向けの優 良食品 を生産する有力食品

メー カー)で 構成する公益法人で 「学校給食の充実改善に寄与すること」を 目的とし、学校給食用優 良食品の開発 ・選定 ・普及 と情報提供

活動 を主たる業務 として行 ってお ります。

開発 食 品選定 委員(学 識 者)

委 員 長 田島 眞 実践女子大学名誉教授 副委員長 石井 克枝 千葉大学名誉教授

委 員 鈴野 弘子 東京農業大学教授 委 員 原 正美 京都光華女子大学教授

〃 原 島恵美子 神奈川工科大学准教授 〃 石 田 裕美 女子栄養大学教授

〃 岩瀬 充子 茨城県新採栄養教諭指導員 〃 石川久美子(公 社)全 国学校栄養士協議会前理事

国公益社団法人 学 校 給 食 物 資 開 発 流 通 研 究 協 会(略 称:学 流 協)Email:grk .21@ac .auon〔).net.jp

〒101-0047東 京 都千 代 田区 内神 田3-2-12TELO3(5298)6125http://www・gakuryukyo・orJP/


